
「高隈中学校の高隈音頭伝承活動の取組」 

１．学校名 鹿屋市立高隈中学校 

２．学年・人数 全学年 28人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  令和７年10月 ８日(水) 高隈中学校グラウンド 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和７年10月26日(日) 高隈中学校区小中合同運動会 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

  高隈音頭（たかくまおんど） 

⑵ 由 来 

昭和60年，町内会，婦人会，老人会の団体役職で構成された運営委員会

を組織し，「高隈で後世に残せるもの」をという思いの下に高隈音頭を創作

した。 

⑶ 構成等 

歌詞は，「高隈の思いを短歌に」ということで地域住民に呼び掛けを行い，

寄せられた作品を基に作成した。作曲は，高隈出身の高校教諭を中心に行

い，１年がかりで完成した。  

この音頭には，高隈の未来が夢と希望で満ちあふれた故郷（ふるさと）

であり続けてほしいという願いが込められている。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 「高隈音頭」は，地域の伝承活動として毎年行っており，鹿屋市の夏祭り

でも披露されている。学校地域活動員を招いて指導を受けている。運動会当

日は，保護者，地域，教職員も一緒に踊りを披露している。運動会での位置

付けにより，子供たちは小・中学校の９年間を通して学ぶことができている。

今後も地域と連携しながら，継続して高隈音頭を伝承する体制を整えていき

たい。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【生徒】 

・ 「高隈音頭」は，夏祭りでも踊っています。みんなで踊ると楽しいので，

これからも高隈音頭を踊っていきたいです。 

・ 「高隈音頭」は，地域の皆さんが大切にしている踊りなので，これから 

もしっかり踊っていきたいです。 

 

 

 

【練習の様子】 【運動会での披露】 

 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

 
 


